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市
総
合
防
災
訓
練
〜
災
害
に
備
え
て
〜

8
月
30
日【
水
】〜
9
月
5
日【
火
】は
防
災
週
間
で
す
‼

8月27日  
午前7時～9時頃市

で
は
、
消
防
署
・
警
察
署
な
ど
防
災
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
防
災
体
制
の
確
立
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
市
役
所
や
防
災
関
係
機
関
だ
け
で

は
十
分
な
対
応
が
困
難
で
す
。

市
の
防
災
力
向
上
の
た
め
に
は
地
域
の
皆
さ

ん
の
自
主
的
な
防
災
行
動（
自
助
）や
地
域
住
民

同
士
の
助
け
合
い（
共
助
）が
大
き
な
カ
ギ
と
な

り
ま
す
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
の
災
害
に
備
え
て
、
自
助
・
共
助
に

よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
一
般
の
方
は
参
加
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
積
極
的
な
ご
参

加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
午
前
7
時
の
訓
練
開
始
の
お
知
ら
せ
】

防
災
行
政
無
線
放
送
、
防
災
メ
ー
ル
と
も
に
同

じ
内
容
で
す
。

（
上
り
チ
ャ
イ
ム
）

訓
練
。訓
練
。こ
ち
ら
は
広
報
愛
西
市
で
す
。

只
今
、木
曽
川
が
氾
濫
危
険
水
位
に
達
し
た
た
め
、

八
開
地
区
に（
警
戒
レ
ベ
ル
4
）避
難
指
示
を
発
令

し
ま
す
。周
囲
の
状
況
を
み
て
、た
だ
ち
に
身
を
守

る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
1
回
繰
り
返
し
）

訓
練
。訓
練
。こ
ち
ら
は
広
報
愛
西
市
で
す
。

（
下
り
チ
ャ
イ
ム
）

▼
日
時
／
8
月
27
日（
日
）午
前
7
時
〜
9
時
頃

▼
場
所
／
八
開
中
学
校（
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
内
容
／
風
水
害
・
地
震
を
想
定
し
た
訓
練

※

訓
練
当
日
、
午
前
7
時
頃
、
訓
練
開
始
の
合
図

と
し
て
八
開
地
区
の
防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
を
使
っ
て
放
送
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災

メ
ー
ル
で
も
次
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲屋内型避難所用テントの
　組み立て訓練

※
当
日
、
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
な

ど
の
場
合
に
は
、
訓
練
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
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お住まいの地区の地域包括支援センターにお気軽にご相談ください

市社協地域包括支援センター
住所　江西町宮西 38番地（八開総合福祉センター内）
☎（37）5333

佐屋苑地域包括支援センター
住所　大井町浦田面 268番地 6
（愛厚ホーム佐屋苑内）
☎（32）1999

市社協佐織地域包括支援センター
住所　町方町北堤外 136番地 5
☎（23）0988

高齢者の相談窓口　地域包括支援センターを知っていますか？高齢者の相談窓口　地域包括支援センターを知っていますか？

地域包括支援センターは、高齢者の方がいきいきと安心して暮らし続けることができるように皆さんを支
える機関です。
保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員が相談・支援を行います。
「介護保険のサービスを利用したい」「心配事があるけれど、どこへ相談してよいかわからない」「介護予防の
相談をしたい」こんなときは、地域包括支援センターへご相談ください。

駿河湾（静岡県）から日向灘沖（宮崎県）にかけてのプレート境界を震源域として過去に大きな被害をもたらして
きた大規模地震です。過去には、東側・西側の両領域がほぼ同時もしくは時間差をもって発生しています。

南海トラフ沿いで異常な現象が観測された場合や地震発生の可能性が相対的に高まっていると評価された場合
などに発表される情報です。情報名の後に「調査中」、「巨大地震警戒」、「巨大地震注意」、「調査終了」のキーワー
ドが付記されます。テレビやラジオ、インターネットのほか、防災メールなどで伝達されます。

愛西市でも概ね地震発生から 30分以内に 30ｃｍ以上の浸水が生じる事前避難対象地域（※）にお住まい
の方は、臨時情報が発表された場合は後発地震に備えるため、1 週間程度、対象地域外へ事前避難していた
だきます。

※事前避難対象地域とは？
河川の堤防沈下による浸水で避難が間に合わないおそれのある地域。事前に避難しておく
ことで、より安全性が高まります。今後、愛西市の事前避難対象地域を指定予定です。

出典：内閣府「南海トラフ地震臨時情報が発表されたら！：防災情報のページ

南海トラフ地震臨時情報が発表されたら！南海トラフ地震臨時情報が発表されたら！
～南海トラフ地震に備えて～

〇臨時情報が発表されたら何をすればいいの？

〇南海トラフ地震臨時情報とは？

〇南海トラフ地震とは？

南海トラフ地震臨時情報について、詳しくはこちらからご確認ください。
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上水道課　☎（55）7146（ダイヤルイン）　　https://www.city.aisai.lg.jp/

・令和6年4月1日（令和6年6月請求分）から新料金体系を適用します。
・基本料金を、八開地区・佐織地区ともに800円に統一します。
・基本水量（10㎥）を廃止し、基本料金と従量料金（使用した水量に応じた料金）で料金を計算します。

愛西市水道事業では、経費削減などの取組みを継続し、市民の皆様に安心・
安全なおいしい水を将来にわたってお届けするために努めてまいります。
水道料金の改定にご理解・ご協力をお願いします。
今後も広報紙や市ホームページなどで、水道料金についてお知らせしてま
いります。

令和6年4月より八開・佐織地区の
水道料金を改定します

愛西市水道事業は、八開・佐織地区の水道利用者の皆様へ安定した給水サービスの提供に努めていま
す。しかしながら、人口減少に伴う給水収益の低下により、厳しい経営が続いています。また、平成28年
度の料金改定により、八開・佐織地区間の料金体系を同じにしたものの、料金格差は解消されていませ
ん。
水道料金の格差是正を段階的に行うとともに、経営基盤の強化・確立を図り持続性のある水道事業を
運営するため、令和3年度から4年度にかけて水道料金等検討委員会を開催しました。この委員会から提
出された答申書に基づき、令和6年4月より水道料金の改定を行うこととなりました。
（注意）佐屋・立田地区は海部南部水道企業団が給水しており、今回の料金改定の対象外となります。

水道料金改定の経緯

水道料金改定の概要

水道事業は、独立した公営企業会計として、皆様からいただく水道料金の収入をもとに運営していま
す。今後、給水人口の減少による給水収益の減少と、水道管や浄水場の維持管理、更新・改築のための費用
の増嵩から、令和6年度からの5年間で約1億5千万円/年の赤字が見込まれます。

水道事業の経営状況

支出の増加の要因
　市内にある水道管の老朽化を表す指標(老朽化率)は4割を超える高い状態であり、その割合は年々さ
らに増加していく見込みです。また、浄水場は建設から50年近く経過しており、配水池などの主要構造
物は老朽化が進行しています。
　水道管の老朽化が進むと管の破損が起こりやすくなり、漏水や断水事故が起きる可能性が高くなりま
す。近年懸念されている大地震などの災害が発生した場合、長期間の断水につながるおそれがあります。
安定した給水を継続していくためには、計画的な施設の更新・改築が必要です。

佐織中部浄水場　　配水池水道管劣化による漏水状況

※令和6年度以降は予測給水人口 収入額 支出額

人口と収支の推移
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